中規模将来計画の日本学術会議　天文学・宇宙物理学分科会への推薦について

CRCの皆様、

添付メールにあるように、学術会議の天文学・宇宙物理分科会では、１００億円以上の大型計画と科研費によるプロジェクトの狭間に位置するような｢中規模計画｣についても支援していくという事を決め、各関連コミュニティに対して候補となる計画の推薦を求めており、CRCにも依頼が来ています（締め切り８月１５日）。

CRCでは大型中型将来計画の検討を行うため、昨年９月１６－１７日の「CRC将来計画シンポジウム」の開催やその会議録としての「宇宙線分野の現状と将来計画」冊子の編纂を行うなどの活動を進めてきました。今回、上記の依頼に呼応して急遽CRC実行委員会で議論した結果、天文・宇宙物理分野に関連する宇宙線実験のうち予算規模が科研費の上限を超える１００億円以下の（国際協力の場合は日本負担分）の中規模計画について適切な計画を選定し、CRCとして学術会議へ推薦することになりました。
昨年のCRC将来計画シンポで提案・議論された計画が有力候補となりますが、新たな提案も受け付けます。新旧含めて該当する計画の代表者の方は、CRCホームページ掲載の所定のアンケート用紙に計画の要点を記述して頂き、７月８日（金）までにCRC事務局内CRC将来計画検討小委員会までメールで送ってください（crcjimu@icrr.u-tokyo.ac.jp　Subjectに「CRC将来計画応募」と入れてください）。選定に関する詳細なスケジュールについては後日改めてお知らせします。
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